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小
田
在
住
の
Ｏ
さ
ん
か

ら
、
１
月
に
父
親
が
亡
く
な
り
、

年
金
事
務
所
に
届
け
出
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
年
金
事
務
所
か
ら

70
数

年
前(

昭
和

23
年
５
月
～

25
年
１
月

分)

の
年
金
が
未
支
給
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
当
時
の
勤
務
先
を
知
ら

せ
る
よ
う
に
と
の
連
絡
を
受
け
ま

し
た
。

そ
こ
で
Ｏ
さ
ん
は
、
２
回
に
わ

た
っ
て
年
金
事
務
所
を
訪
れ
説
明

を

受

け

ま

し

た

。

そ

の

要

旨

は
、

次

の

よ

う

な
こ
と
で
し
た
。

当
時
父
親
が
勤
め
て
い
た
会
社

名
を
知
ら
せ
る
こ
と
。
こ
ち
ら
は

(

年
金
事
務
所)

で
は
分
か
っ
て
い

る
が
、
あ
な
た
に
年
金
を
支
給
し

た
後
で
、
同
姓
同
名
の
人
が
出
て

き
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
前
に
嘘
を
つ
い
て
お
金
を
返
し

て
く
れ
な
い
人
が
い
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

●
相
談
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
山(

年

金
者
組
合)

が
担
当
し
、
父
親
が
勤

め
て
い
た
会
社
名
は
①
社
史(

会
社

の
歴
史)
を
県
立
川
崎
図
書
館(

高

津
区)

、
川
崎
市
立
図
書
館(

川
崎

区
・
高
津
区
・
幸
区)

。
②
川
崎
市

内
の
労
働
争
議(
Ｓ
23
年
か
ら

10
年

間
、
川
崎
市
労
働
資
料
室
＝
川
崎

区
。
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

川
崎
市
内
各
区(

７
区)
の
ベ
ス
ト

１
０
０
社(

合
計
７
０
０
社)
の
調

査
。
④
大
田
区
役
所
「
区
民
相
談

室
」(

社
会
保
険
労
務
士)

な
ど
を

調
査
し
ま
し
た
。

●
年
金
事
務
所
へ
の
３
度
目
の

訪
問
及
び
要
請

８
月
中
旬
、
Ｏ
さ
ん
と
小
山
は

年
金
事
務
所
を
訪
ね
、
こ
れ
ま
で

の
調
査
の
経
過
を
伝
え
、
親
子
の

関
係
は
戸
籍
謄
本
も
示
す
な
ど
し

て
話
し
合
い
の
中
で
勤
務
先
の
工

場
名
が
判
明
し
「
年
金
記
録
紹
介

申
込
書
」
を
記
入
・
手
続
き
を
と

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(

注)

今
回
の
事
例
は
、
２
０
０
７

年
以
降
の
「
年
金
記
録
問
題
」
の

一
環
を
に
な
う
も
の
、
心
当
た
り

が
あ
る
方
は
、
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

年
金
者
組
合
・
小
山

相談事例
（その181)

新
婦
人
川
崎
南
支
部
エ
ン
ゼ
ル
班

光
野
寛
子
さ
ん

(

旭
町
在
住
）

レ
イ
ン
ボ
ー

シ
ー
ト
絵
手
紙

遡
っ
て
江
戸
時
代
、
川
崎
区
は

農
民
や
漁
民
が
さ
さ
や
か
に
暮
ら

す
村
で
し
た
。
そ
こ
へ
品
川
宿
と

神
奈
川
宿
間
の
距
離
（
約

15
Km
）

か
ら
傳
馬
や
高
齢
者
ら
の
負
担
軽

減

の

た

め

、

西

暦

１

６

２

３

年

（
元
和
９
年
）
に
そ
の
中
間
に
東

海
道
の
川
崎
に
宿
場
町
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
当
初
は
新
宿
（
し
ん

し
ゅ
く
）
、
砂
子
の
２
村
、
後
に

久
根
崎
、
小
土
路
（
こ
と
ろ
）
の

２
村
が
加
わ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
宿
場
界
隈
の
庶
民
を
驚

か
し
た
の
が
象
様
の
お
通
り
。

西
暦
１
７
２
８
年
（
享
保

13
年
）
、

８
代
将
軍
吉
宗
の
命
で
輸
入
さ
れ

た
雄
雌
２
頭
。
う
ち
、
雌
１
頭
は

上
陸
後
に
長
崎
で
死
去
。
残
っ
た

雄
１
頭
が
は
る
ば
る
陸
路
を
将
軍

謁
見
の
た
め
に
徒
歩
で
江
戸
に
向

え
っ
け
ん

か
い
ま
し
た
。
途
中
、
京
都
で
天

皇
に
も
謁
見
し
ま
し
た
。
謁
見
の

た
め
、
象
に
は
当
時
の
ベ
ト
ナ
ム

の
名
前
の
廣
南
国
か
ら
‘
広
南
従

四
位
白
象
’
の
官
位
が
贈
ら
れ
て

い
ま
す
。

翌
年
、
享
保

14
年
に
こ
の
象
は

川
崎
宿
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
川
崎
宿
を
出
て
江
戸
に

入
る
に
は
暴
れ
川
と
呼
ば
れ
た
六

郷
川
（
現
：
多
摩
川
）

を

越

さ

な

く

て

は

な

り

ま

せ

ん

。

西

暦

１

６

０

０

年

（

慶

長

５

年

）

に

架

け

ら

れ

た

橋

が

西

暦

１

６

８

８

年

（

元

禄

１

年

）

の

大

水

で

橋

が

流

出

し

て

、

六

郷

川

に

は

橋

が
無
い
。

川

崎

宿

の

宿

場

名

主
以
下
、
こ
の
暴
れ
川
を
象
を
渡

す
方
法
で
喧
々
諤
々
。
将
軍
様
の

御
用
象
に
事
故
が
あ
っ
て
は
大
変

で
す
か
ら
。
記
録
で
は
、
①

30
艘

以
上
の
船
を
並
べ
て
そ
の
上
に
板

を
敷
い
て
船
橋
を
造
成
、
②
長
船

３
艘
に
象
部
屋
を
造
成
、
の
２
説

が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら

を
採
用
し
た
か
は
っ
き
り
し
ま
せ

ん
。川

崎
宿
の
設
営
、
維
持
費
用
の

負
担
、
象
の
通
過
等
、
ど
の
事
業

に
も
庶
民
に
莫
大
な
負
担
を
負
わ

せ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
方
で
、
異
国
の
大
き
な
動

物
は
、
川
崎
宿
近
隣
の
庶
民
皆
を

驚
か
せ
外
国
へ
の
関
心
を
持
た
せ

た
こ
と
も
事
実
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
象
さ
ん
の
そ
の
後
は
あ
ま
り

幸
福
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

川
崎
と
ベ
ト
ナ
ム
の
交
流
事
始

め
の
お
話
で
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
在
住

臼
田
玲
子

シリーズ

ご存知ですか

川
崎
と
ベ
ト
ナ
ム
の

交
流
始
め
、
そ
れ
は
“
象
”

お
蔭
さ
ま
で
く
ら
し
の
相
談
セ

ン
タ
ー
は
今
年
の
９
月
で

17
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
相
談
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
に
紹

介
し
て
き
た
相
談
事
例
が
１
８
０

回
と
な
っ
た
の
を
機
会
に

17
周
年

記
念
事
業
と
し
て
「
相
談
事
例
集
」

を
出
版
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
、
ど
の
よ

う
に
応
じ
た
か
専
門
相
談
員
の
解

決
事
例
と
日
本
共
産
党
川
崎
市
議

と
し
て
の
経
験
を
駆
使
し
て
解
決

し
た
事
例
も
た
く
さ
ん
紹
介
し
て

い
ま
す
。
１
冊
５
０
０
円
、
送
料

と
手
数
料
込
み
８
０
０
円
で
ご
協

力
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

A6
判
１

４
６
ペ
ー
ジ
で
す
。

長崎から江戸まで歩き六郷の

船橋を渡ったゾウの物語

「
未
支
給
年
金
」
が

支
給
に
結
び
つ
き
ま
し
た

セミナー＆
松元ヒロライブ

第1部 セミナー
(任意後見制度について）
第2部 松元ヒロ・ライブ
日時 １０月２５日(日）
開場 13：00 開会13：30
場所 市立教育文化会館

6Fホール
参加協力券 2000円
障がい者 1000円

お願い
新型コロナ対策として

●定員の1/2以下で。

●消毒、マスク、検温、

署名での入場となります。

●3蜜を避けるに協力を。

●感染状況により中止も

あることをご了解くださ

い。



9 月 の 相 談 内 容 と 件 数

（8月21日～9月20日に受けたもの）

住 宅 問 題 4 30

相談内容  　

件　　数

当月 1-9月合計

生 活 保 護 1 12

身 障 者 問 題 0 2

就 職 ・ 仕 事 0 6

医 療 ・ 病 院 0 10

市 へ の 要 求 1 3

多 重 債 務 0 1

架 空 請 求 0 1

税 金 ・ 年 金 0 5

交 通 事 故 0 0

子 供 問 題 0 0

182

離 婚 問 題 0 1

弁 護 士 等 の 相 談 4 9

開設からの総合計
（2003年9月）

7464

不 動 産 問 題 0 7

後 見 ・ 相 続 2 29

そ の 他 8 66

合　　　　計 20

１０月の予定
★無料法律相談日
10月20日(火）
午後6時30分より
予約が必要です。
時間が限られています要

件はまとめて来てください

★土・日・祝日は休
みです。

中央地域
境町相談所

日本共産党中央地域
後援会事務所

「困ったとき・
迷ったとき」

ご相談ください。
午後 13時～16時
(土・日・祭日除く）

電話 044-233-5812
所長 片柳すすむ

川崎市新型コロナウ
イルス関係相談窓口

●一般的な相談
044-200-0730

●発熱・呼吸器症状など
感染が疑われる方。
接触者相談センター

044-201-3189
9月の相談

9月も高齢者の住宅問題が4件もありました。

高齢故に、再契約はしない、保証人が居ない

ので出て行ってほしい等ありましたが、すべ

てくらしの相談センターで解決することが出

来ました。一人暮らしの高齢者にたよりにな

る「くらしの相談センター」です。

お気軽にご相談下さい。

運
営
委
員

藤
野
昭
夫
（
幼
稚
園
理
事
）

理
事
長
と
は

40
数
年
の
お
付
き
合
い
で
し
た
。

光
田
園
長
よ
り
連
絡
を
い
た
だ
き
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。
残
念
で
す
。
英
才
教
育
、
詰
め
込
み
教
育
で

な
い
「
の
び
の
び
遊
ぶ
子
供
た
ち
」
「
父
母
と
職

員
が
協
力
し
合
う
幼
稚
園
」
を
め
ざ
し
、
当
時
の

オ
ー
ナ
ー
園
長
に
提
案
、
し
か
し
労
働
組
合
を
嫌

う
園
長
に
よ
る
組
合
員
解
雇
、
廃
園
攻
撃
も
あ
り

ま
し
た
が
、
園
の
存
続
立
ち
上
げ
、
園
児
募
集
、

学
校
法
人
化
を
労
働
組
合
、
父
母
、
支
援
す
る
会
、

弁
護
士
の
知
恵
を
集
め
た
運
動
で
実
現
し
、
い
ま

や
経
営
者
と
し
て
幼
児
教
育
の
分
野
で
も
。
街
の

父
母
の
間
で
も
評
価
は
大
変
高
く
信
頼
さ
れ
て
い

ま
す
。
毎
年
、
定
員
を
超
え
る
園
児
を
迎
え
て
い

ま
す
。

久
保
理
事
長
の
理
想
が
花
開
い
た
幼
稚
園
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
私
の
自
慢
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
間
学
校
法
人
化
規
模
に
見
合
っ
た
近
隣
の

川
崎
市
の
土
地
優
先
購
入
、
金
融
機
関
の
融
資
等

で
当
時
市
会
議
員
で
あ
っ
た
宮
原
春
夫
氏
（
当
セ

ン
タ
ー
所
長
）
の
奮
闘
活
躍
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
の
主
旨
も
あ
っ
て
久
保
理
事
長
に
は
当
相
談

セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
を
担
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
後
任
に
光
田
園
長
）
久
保
理
事
長
を
欠
い
た
園

で
す
が
皆
様
の
応
援
を
理
事
の
一
人
と
し
て
お
願

い
し
ま
す
。

久
保
理
事
長
、
見
守
っ
て
下
さ
い
。

協
立
幼
稚
園

久
保
文
子
理
事
長

亡
く
な
る

９
月
議
会
で
、
羽
田
新
飛
行
ル
ー

ト
に
か
か
わ
る
質
問
の
中
で
、
地
震

に
よ
り
、
臨
海
部
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
で
大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
被

害
想
定
は
明
確
で
、
千
鳥
町
の
高
圧

プ
ロ
パ
ン
タ
ン
ク
が
大
爆
発
事
故
を

起
こ
し
た
場
合
、
最
大
で

26
万
人
以

上
の
市
民
が
避
難
す
る
と
い
う
『
臨

海
部
防
災
対
策
計
画
』
を
市
は
明
確

に
し
て
、
市
民
に
も
公
開
し
て
い
ま

す
。一

方
、
航
空
機
事
故
が
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
で
お
き
た
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
、
市
民
に
ど
れ
だ
け
被
害
が
及
ぶ

か
の
「
被
害
想
定
」
は
ま
っ
た
く
示

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
議
会
質
問
で
市

は

16
年
前
か
ら
「
航
空
機
が
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
に
墜
落
し
た
」
場
合
に
対
処

す
る
指
針
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
中

で

「

機

体

は

原

型

を

と

ど
め
ず
」

「
誘
爆
・

フ

ァ

イ

ア
ー
ボ
ー

ル
の

「

発

生

危

険

」

な

ど

が

起
こ
り
う
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

も
そ
れ
ら
の
大
事
故
は
、
墜
落
だ
け

で
な
く
「
落
下
物
で
も
起
こ
り
得
る
」

こ
と
を
私
た
ち
の
質
問
に
市
は
認
め

ま
し
た
。

市
長
に
対
し
さ
ら
に
「
航
空
機
事

故
を
想
定
し
た
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
防
災

の
調
査
を
や
り
直
す
よ
う
、
国
と
県

に
求
め
よ
」
と
質
問
し
ま
し
た
が
、

市
長
は
ま
っ
た
く
答
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
ひ
ど
い
話
で
す
。
市
長
は
昨
年
、

市
と
国
の
間
で
結
ば
れ
て
１
９
７
０

年
か
ら
守
ら
れ
て
き
た
「
工
業
地
域

上
空
飛
行
禁
止
」
を
定
め
た
通
知
を
、

市
民
に
も
議
会
に
も
知
ら
せ
ず
に
国

と
の
間
で
勝
手
に
変
更
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
市
長
に
は
国
に
安

全
確
保
策
を
求
め
る
責
任
が
あ
り
ま

す
。洪

水
の
場
合
な
ど
は
「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
で
住
民
に
事
前
に
災
害
の

危
険
性
を
知
ら
せ
る
の
は
当
た
り
前

に
行
わ
れ
て
い
る
の
に
、
航
空
機
の

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
の
事
故
の
危
険
性

は
知
ら
せ
な
い
と
い
う
の
は
矛
盾
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
民
と
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
労
働
者
の
命

と
安
全
を
守
る
た
め
、
今
後
も
強
く

求
め
て
い
き
ま
す
。

市
会
議
員
、
片
柳
す
す
む

「
危
険
性
」
が
新
た
に
明
ら
か
に

羽
田
飛
行
ル
ー
ト
問
題


